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研究成果の概要（和文）： ヘルマン・コーヘン（1842-1918）は、カントの独創的な読解により観念論的、認識
論的な哲学体系を形成し、19-20世紀の世紀転換期のドイツで大きな影響力をもった哲学者として知られてい
る。様々な形で宗教的なものが台頭する現代世界において、彼の晩年の宗教哲学や理性の宗教としてのユダヤ教
論が近年新たに注目されている。
 本研究は認識論の哲学とそうした宗教哲学がどのように関連するのかを読解しようと試みた。その結果、認識
論哲学の要である無限判断が晩年の宗教哲学においても重要な役割を果たしていること、さらにはその思想がそ
の後のユダヤ系哲学者にも形を変えて受け継がれていることが分かった。

研究成果の概要（英文）：German philosopher Hermann Cohen (1842-1918）is known for his systematic, 
epistemological and idealistic philosophy based on original interpretation of Kant, and for his wide
 influence on german philosophy at the turn of 19th and 20th century. Today, in the world where the 
religious is reemerging in various way, researchers pay attention to his late philosophy of religion
 and his approach to judaism as religion of reason. This research project has tried to understand 
how epistemological philosophy and such  philosophy of religion are correlated. As a result, it 
became clear that infinite judgement as main concept of his epistemological philosophy played a 
great role in his philosophy of religion, and that this thinking was transmitted to later jewish 
philosophers in another forms.

研究分野：哲学、倫理学、思想史
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１．研究開始当初の背景 
 
報告者は、特別研究員奨励費（平成 22〜24
年度）を受けた研究課題「〈同〉の哲学史の
誕生：レヴィナス哲学史観の発生論的研究」、
研究活動スタート支援（平成 25〜26 年度）
を受けた研究課題「ユダヤ哲学の論理として
の無限判断とその現代的展開」において、レ
ヴィナスやゴルディーンといった「ユダヤ
系」哲学者における、西洋哲学の根柢からの
問い直しを、とりわけその哲学史観の形成と
いう点から研究してきた。これらの研究課題
を通じて、マイモニデス、そしてヘルマン・
コーヘンという「ユダヤ哲学」の系譜が有し
ている「無限判断」の論理が、全体性を形成
する西洋哲学の批判的読解を可能にしてい
ることが明らかとなった。 
 しかし、研究の途上で以下のような疑問が
生じた。 
 
【I無限判断の哲学史的同定】 
無限判断を「ユダヤ」哲学の軸にしたゴルデ
ィーンの哲学史解釈にはスコトゥスの扱い
など疑問が残った。さらに、ゴルディーンの
思想的源泉であるコーヘン自身の論述とど
の程度の差異があるのかは、いまだ詳らかで
はない。さらに、ゴルディーンの扱う無限判
断の歴史には、ハイデガーの『カントと形而
上学』に触れる論点もあり、（通常新カント
派と対立するとみなされている）ハイデガー
の哲学史解釈との興味深い接点が伺われる。 
 
【II無限判断と無限の観念】 
無限判断の論理をその精神において継承し
ながらも、レヴィナスは神の無限の観念の系
譜を換骨奪胎している。無限判断と神の無限
の観念（による神の存在証明）は、思考法と
してどのように区別しうるのかがまだ明確
にされていない。この点の明確化により、無
限判断の哲学史的同定を概念比較によって
補強することができる。 
 
【III哲学史解釈としての意義】 
近年ではハイデガーやデリダが破壊ないし
脱構築を唱えた「形而上学の歴史」なる哲学
史観の妥当性を手堅い哲学史研究から問い
直す動きがとりわけフランスで広まってい
る。20世紀を席巻した哲学との接点が問われ
ているからこそ、あらためてコーヘンが提出
した無限判断の論理がそうした議論にどの
程度貢献しうるのかを見極める必要がある。
ドイツでは近年新カント派の研究が進みつ
つあるが、フランスで進むハイデガー的な哲
学史観の再検討を視野に、無限判断の歴史が
もつ意義を評価する動きは、管見ではまだな
い。 
 
【IV無限判断の倫理学的射程】 

ゴルディーンのコーヘン論が明らかにした
のは、コーヘンの認識論と宗教哲学を貫く無
限判断の論理であった。言い換えれば、無限
判断の論理が単に哲学的な意義のみならず、
倫理学的思考を生み出すポテンシャルを有
していることになるし、レヴィナスにおける
この論理の変奏はまさにそのことを証して
いる。しかし、ゴルディーンの記述は認識論
に重きを置いており、宗教哲学との関連はま
だ詳らかにされていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
ヘーゲル哲学以降、西洋哲学の完成された体
系に対するオルタナティヴを示したヘルマ
ン・コーヘンの哲学、とりわけその無限判断
の論理がもちうる哲学（史）的、倫理学的な
意義を、哲学史的な批判的検討および他の哲
学者との比較を通じて明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
関連する研究者と適宜意見交換しながら、１
次文献、２次文献を読解することによって研
究を行った。 
とりわけ、これまでの研究の途上で浮上した
上記 Iから IVの疑問に対応した、以下の点に
焦点を絞って読解を行った。 
 
【I無限判断の論理の同定】 
①ゴルディーンが詳論しなかったドゥン
ス・スコトゥスにおける「否定の否定」をコ
ーヘン自身がどのように評価しているのか
を明らかにする。 
②カントにおける図式論と知覚の予期をコ
ーヘン自身がどのようにカント論のなかで
評価しているのかを明らかにする。 
 
【II無限判断と無限の観念】 
レヴィナスがデカルトや新プラトン主義か
ら汲み取った無限の観念（の痕跡）という方
法は、隠された他性を全体性に回収すること
なく浮上させるという、無限判断と同種の特
質がある。この同質性が、レヴィナスによる
概念変形がどの程度介入することで可能に
なっているのかを検討し、それにより無限判
断の論理の哲学史上の位置づけをより明確
化する。 
 
【III哲学史解釈としての意義】 
ハイデガーの形而上学批判との接点、および
「形而上学の歴史」を巡る近年の批判的検討
を踏まえた上で、「無限判断の系譜」が、「形
而上学の歴史」とは異なった、どのような哲
学史の読み替えを可能にするのかを明らか
にする。 
 



【IV無限判断の倫理学的射程】 
①認識論を中心に展開される無限判断の論
理が、倫理学や宗教哲学とどのように関わっ
ているのかを、コーヘン哲学の展開に即して
明らかにする。 
②フランスを代表する新カント主義の哲学
者、レオン・ブランシュヴィクにおける認識
論と社会哲学、宗教論の関連を検討し、コー
ヘンと比較対照することで、無限判断の倫理
学的射程をより明確にする。 
 
 
４．研究成果 
 
 ヘルマン・コーヘン（1842-1918）は、カン
トの独創的な読解により観念論的、認識論的
な哲学体系を形成し、19-20 世紀の世紀転換
期のドイツで大きな影響力をもった哲学者
として知られている。様々な形で宗教的なも
のが台頭する現代世界において、彼の晩年の
宗教哲学や理性の宗教としてのユダヤ教論
が近年新たに注目されている。本研究は認識
論の哲学とそうした宗教哲学がどのように
関連するのかを読解しようと試みた。 
 その結果、認識論哲学の要である無限判断
が晩年の宗教哲学においても重要な役割を
果たしていることが分かった。コーヘンによ
れば、無限判断の歴史においてマイモニデス
は、この論理を核に据えた哲学者として評価
される。また、これが近代哲学において現れ
るのが、カントにおける知覚の予期理論であ
る。知覚の予期における純粋認識が、コーヘ
ン的観念論の核心となるが、これがその後、
哲学史をつらぬく無限判断の論理へと発展
していったものと思われる。 
晩年の宗教哲学へと向かうターニングポ
イントとなる論文、「マイモニデス倫理の特
徴」においてコーヘンは、無限判断の論理を
マイモニデスの倫理的思想の中心にあるも
のとして論じている。さらに、宗教哲学構築
の準備作業となる『哲学体系における宗教概
念』においては、無限判断概念を軸に宗教概
念が、形而上学、論理学、倫理学といった哲
学体系の各部門と、逐一関連づけられている。 
こうした哲学史解釈の中には、ゴルディー
ンがコーヘンを論じるなかで言及していた
スコトゥスは扱われていなかった。コーヘン
が解釈の対象として選択した哲学者には偏
りがあることが伺われる。 
カントの解釈から出発し、知覚の予期から
無限判断へと発展的に哲学史解釈の軸を展
開していき、最終的にこの軸上で宗教哲学を
構築しようとした、といった見立てが可能で
あるように思われる。 
 他方、本研究では当初計画していなかった
が、こうした独特な哲学史理解や、マイモニ
デス読解の背景として、ドイツ・ユダヤ人と
してのコーヘンが置かれた状況がもつ重要
性も明らかになった。実のところ、コーヘン
のマイモニデス理解は、19世紀以降ドイツの

ユダヤ教学が置かれた状況に由来する要請
に答えるものであることが了解される。 
 若きシュトラウスは、コーヘンのマイモニ
デス解釈を、マイモニデス自身が哲学者とし
て置かれた政治的状況を考慮に入れていな
い点で批判した。しかし、その偏向にはコー
ヘンが置かれた歴史的文脈に由来する必要
性があったことになり、シュトラウスの投げ
かけた疑問に別の角度から光を当てること
が可能になった。むしろこうした倫理学的な
解釈が、その後の、ゴルディーンやレヴィナ
スといった、後継のユダヤ系哲学者たちの思
想の土台となっていった。 
 またこうした自らが属するユダヤコミュ
ニティーの要請において哲学の問いが形成
される点はレヴィナスとも共通していると
いえる。 
 無限判断的論理の受容は、レヴィナスにお
いて全体性の哲学としての存在論を越える
という、彼の哲学の根本的動向に見ることが
できる。本研究の当初計画では、無限判断に
相当する論理として無限の観念を想定した
が、『全体性と無限』に見られるその他の議
論（エロス、父子関係など）も同様のものと
して扱いうること、コーヘンがゴルディーン
を受け継いで素描した、あらたな、開かれた
哲学「体系」をこうした議論が具現化してい
ることを論文②（下記参照）で論じた。 
 以上のような成果の一方で、図式論と知覚
の予期の関連性、ハイデガー流の形而上学の
歴史との対比や、ブランシュヴィクとの比較
はさらなる検討が必要な課題として残った。
次の研究計画において遂行していきたいと
考えている。 
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